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 保健体育免許状
 受信校に勤務

遠隔システム
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鹿嶋市の取組

石塚 有美 先生

実践事例

専門人材

鹿嶋市立高松中学校（配信校）
鹿嶋市立鹿野学校（受信校）

遠隔教育特例校制度の活用

 臨時免許状（中学校英語科）を授与
 配信校に勤務
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ｼｽﾃﾑ

個別指導用

授業者，遠隔システムの状況

額賀 翔太 先生

ﾃﾞｲｽﾌﾟﾚｲ①

ﾋﾞﾃﾞｵｶﾒﾗ PC①

PC②PC③
教材提示用個別指導用

PTZｶﾒﾗ

教材提示用

ﾃﾞｲｽﾌﾟﾚｲ②

ﾋﾟﾝﾎﾟｲﾝﾄ型

Web会議ｼｽﾃﾑ
UCS P3500

落ち着いて学習し、前向きに頑張る生徒が多い。
やや大人しい面が見られる。

アドバンスクラス

電子黒板ELMO
Xsync Classroom

協働学習支援ツール
MetaMoji ロイロノート
SoftBank4G LTE

UCS



○２つのものを比べる場合や、もっとも程度が高いことについて述べる言い方を自分の意見を踏まえて表現できる。

授業の計画 第２学年 単元名 「So many countries, So many customs.」

アンケート，成果と課題
生徒
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教員
受信側

配信側

相手とのやり取りは
スムーズでしたか。

生徒の声
実際にその場に先生がいるかのような
授業だった。（ハード面）

生徒の声
たくさん話す活動ができて、とても楽
しかった。（ソフト面）

成 果 課題 と 対応案
○ 対面授業の期間が半年ほどあり、生徒の実態を把握する

ことできたため、遠隔授業に入ってからも生徒の見取りがス
ムーズにできた。

○ 遠隔授業では、生徒同士の協調性が生まれペアやグルー
プでの活動が協力的になった。

● UCSの回線が授業中に数回ダウンしてしまい原因の究明
に時間がかかった。
→ IPアドレスの競合が原因であったが、改善された。

● １人１台端末ではなかったので、E4SやMETAMOJIの
使用では難しさがあった。
→ １人１台端末の活用による学習状況の把握の促進

単元のねらい

授業写真

T1の指示を聞きながら、
ディスプレイに映る課題を確
認している様子

授業写真

ワークシートに書いた
writingの課題をロイロノー
トで配信側の先生に送信
し、チェックをしてもらう。
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画面 音声 臨場感 活動 深まり

時 学 習 内 容 形態
対面 遠隔

１ 期末テスト準備１ ○
２ ディベート 〇

３
ディベート

beach vs mountains, staying at home vs going out 〇

４ 期末テスト準備２ 〇
５ 期末テスト準備３ 〇
６ テスト返却 〇
７ パフォーマンステスト 〇
８ Program10 比較級の復習及び 教科書の内容をリテリング ○
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